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はじめに 

 幸区新川崎地区に最短で平成３０年度に小学校が新設される予定です。そのために、平成

２４年度は、基本構想検討委員会で新川崎地区新設小学校に係わる基本構想が話し合われ、

それに基づき今回基本計画書を策定いたしました。

 この新川崎地区新設小学校は、大規模共同住宅の建設が予定されている地区に建設される

学校です。いろいろな地域から転居してくる児童を受け入れるために新設され、開校を迎え

る学校となります。周辺の小倉地区は昔からの住宅地であり、本新設小学校は、これらのコ

ミュニティを結びつけるという大きな役目をもつことになります。

さらに、新設校の近隣には、先端開発を行っている企業や「創造のもり」等の先端技術を

進める大学の施設等があり、これら地域の特色を生かした学校づくりが大切になるものと思

われます。

 また、平成２３年３月１１日の東日本大震災は、今まで経験したことがない未曾有の被害

をもたらし、私たちの生活にも大きな影響を与えました。学校における危機管理等において

も、できる限りの想定を行い、どのような危機にも備えることが大切となってまいりました。

学校自体の防災機能はもちろん、避難所としての機能を備えることも大きな課題となってい

ます。さらに、今日的な課題でもあるエネルギー確保の問題等、日常から環境に配慮してい

くことも求められています。

 そこで、本新川崎地区新設小学校基本計画検討委員会では、「地域と共に、ひとや環境に

やさしい未来を創る次世代小学校」を学校づくりの基本理念とし、「教育」「環境」「地域・

防災」の視点から「高機能かつ多機能で弾力的な施設環境の確保を目指す」「地球環境へ配

慮し、持続的な社会の構築への貢献を目指す」「地域の交流や多様な活動を支える、安全・

安心な地域コミュニティの核の形成を目指す」学校づくりの３つの方針を考えました。これ

らの方針を「教育理念ワーキンググループ」「ゼロエネルギー化推進・防災機能向上ワーキ

ンググループ」「地域活性化・地域資源活用ワーキンググループ」にて横断的に検討し、特

に、①ゼロエネルギー化を実現する学校整備、②防災拠点としての学校整備、③魅力ある理

科教育を推進する学校整備、④地域コミュニティの核としての学校整備について集中的に検

討を行いました。教育現場でのアンケートやヒアリング、デザインワークショップ等も行い、

ここに基本計画書としてとりまとめることができました。

 文末になり大変失礼ではありますが、今回の基本計画書の作成にあたりましては、慶應義

塾大学教授 伊香賀 俊治先生、首都大学東京特任教授 上野 淳先生をはじめといたしま

して、熱心にご討議をしていただきました検討委員会の委員の皆様にはたいへんお世話にな

りました。この場をお借りして改めましてお礼を申し上げます。

新川崎地区新設小学校基本計画検討委員会 委員長

川崎市立南加瀬小学校長 石橋 俊治


